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　民生・児童委員の皆様には、児童虐待の早期発見・対
応に、多大なるご尽力を賜り心から感謝申し上げます。
　ケースワーカーとしても管理職としても福祉事務
所で皆様にお世話になり、地域の実情を把握して
いる皆様の力がどれだけ頼りになるか、痛切に感
じました。
　こども家庭支援センターは 4 月から教育相談セ
ンターと統合し、「げんき」に生まれ変わります。

「げんき」の一番の特長は、こどもに係わる全ての
相談を受け、支援していくことです。未来を担うこど
も達が健やかに、そして、「げんき」に成長していく
には、地域の皆様の協力が欠かせません。今後とも
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

「げんき」になります
　 こども家庭支援センター所長

宮田　資朗

　家庭が崩壊し不登校となっていた生徒が、民
生・児童委員とのかかわりで家庭生活の基本を学
び、自らそれを実践しています。そして本人が自
分自身の夢を語るようになり、将来に向かっての行
動を始めました。そのことを家族や関係者と一緒
に喜べる、そんな支援を、現在一緒にさせていた
だいています。
　「こども支援センターげんき」では、こどもの変
化を一緒に喜べる輪をたくさん作っていきたいと思
います。本人の成長には、保育や教育での学びだ
けでなく、家庭や地域での社会経験が必要です。
地域の要となる皆様のお力を繋ぎながら「げんき」
は、こどもとその家族のげんきを支えてまいります。

力を合わせて
　 教育相談センター所長

境　博義
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　東京都知事表彰受賞者として、式典に出席しました。
　第五合同の飯塚 会長が、受賞者 1187 名の代表と
して謝辞を述べ、これからの民生・児童委員活動の姿
勢について決意を伝えました。私も夫の闘病生活と民
生・児童委員の活動の間で、様々な壁にぶつかりまし
た。そんな折、民生・児童委員として正しい信念を持
ち続ければ、おのずと結果がついてくるという、中田
貢弘連合会長の言葉が、道標となりました。
　式典に、続き地域環境戦略研究機関国際生態学セン
ター長の宮脇昭氏による講演の、「いのちの森をつく
ろう─東日本大震災から学ぶ、共生社会の実現」を聴
いて私の故郷を思い出しました。故郷の岩手県釜石市

ではギネス級の堤防も崩壊し、その無残なありさまに
茫然としました。無事だった兄夫婦の「命だけは流さ
れなかったよ」の一言に、涙がこぼれました。堤防
も、所詮は、作り物。本物の命の森には、かないませ
ん。宮脇氏の、「苗から育てた本物の森で命を守る万
里の長城を作りましょう」という言葉に、心から応援
したいと思いました。
　私もこの 12 年間に、良き仲間、同志、友人が出来
ました。相談者から「ありがとう」の宝物もいただき
ました。「出来る限りのハートで行動したい」と、気
持ちも新たに、民生・児童委員として次の一歩を踏み
出します。 （13 地区　舘山慶子　記）

13 年目の新たな一歩　11／27 文京シビックホール

平成 24 年度 民生・児童委員各種表彰受賞者名簿　敬称略

厚生労働大臣表彰
足立区民生・児童委員協議会　

東京都知事表彰受賞
謝辞を述べる飯塚 会長

区制 80 周年記念表彰
宮﨑十三 金子みき子 中島勝美 對﨑千惠子 中浦君枝 榎本正次 宮田壽美子 岸　一夫 髙波登利子 伊藤良子

東京都知事表彰 一般功労賞
和栗きみ子 岩城百合子 宮本勝男 蜂巣トミ 吉田喜美子 鈴木宏往 浅川全代 松本はな子 富澤美保
治田陽子 芦川征子 坂井成一 堀井洋二 梶本三重子 山﨑　勝 河邊セツ 内藤久子 清水信子
桐田幸子 村松キヨ 片野富雄 市村　智 山崎道子 伊藤郁子 木島利男 藤田里代 楠美順二
土田信也 安西英子 茂出木幸子 茂出木直美 鈴木房子 梶　宏次 清水洋子 緑川智子 舘山慶子
矢萩早苗 小宮良子 原田やよひ 小宮謙治 一条正子 馬場伸子 福岡佳須子 谷古宇眞由美 古庄行夫
小宮俊一郎 塩田博子 伊藤德治 大山光子 當麻文江 下畑靖子

第 66 回　 東 京 都 民 生 委 員・ 児 童 委 員 大 会

足立区特別感謝状
足立区民生・児童委員協議会

全国民生委員児童委員連合会会長表彰 永年勤続民生・児童委員功労表彰
中田貢弘 宮﨑十三

全国民生委員児童委員連合会会長表彰 永年勤続民生・児童委員表彰
加藤鈴子 永倉　進 福田久子 篠﨑啓子 疋田規子 榎本のり子 梅田伍子 鈴木和男 藤波道子 千葉祐子

全国社会福祉協議会会長表彰
有馬妙子

東京都社会福祉協議会会長表彰
持齋忠伸

足立区表彰 社会福祉功労
長塚敏子 柘　孝子 筑波美奈子 大久保義子 関根純子 髙橋淑子 北島小夜子 鈴木美歌 清水あけみ
小林勝子 田中礼子 松村文子 川島清美 江川善弘 川上重昭 川島惠美子 秋葉和江 柿﨑征一
渡邊照美 森川雅德 堀田　勲 田村信義 宝田治子 加藤マサ子 川田　浩 原田玲子 大庫悦子
坂井潤子 髙野　秊 新井幸子 薊　登喜江 竹村ウメ 阿部美代子 小金井堅治 小川佳代子 三﨑登子
杉本瑞惠 石井永子 石鍋ヒデ子 芦川直實 草間雅子 髙橋登志子 山下節子 塙　君惠 大野慶治
石鍋昭男 林　　幸 池嶋清郎 遠山廣江 小柗郁夫 栗原和子 畔上美千代

飯塚　

東京都知事表彰 規則表彰
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視 察 研 修

　平成 24 年 10 月 20 日午前 7 時 30 分、北千住西口か
ら総勢 79 名を乗せたバスは、いわき市に向けて出発し
ました。車中、「NPO 法人地域の芽生え 21」の桑原有
広さんの災害時に関する研修を聴きながら、楢葉サポ
ートセンターに到着しました。そこで楢葉町社会福祉
課の遠藤一幸係長の『災害時要援護者を取り巻く状況
と今後の展望』という内容の研修を聴きました。これ
は私たちにも非常に関心のあるもので、熱心に拝聴し
ました。最後に研修の前にバスで集めた義援金を贈呈
し、研修会は終了しました。
　その後バスで車窓からではあるが仮設住宅を見学し、

割烹一平であんこう鍋
の昼食でした。それか
ら津波被災地である豊
間・薄磯地区を車窓よ
り見学し、帰りのバス
では桑原さんにいろい
ろ質問しながら、高速
で帰路につきました。
　有意義な視察研修で
した。
 （5 地区会長　平林 治　記）

第 一 合 同 福島県いわき市楢葉町を訪ねて

　中・高年齢者の単身世帯の増加とともに、一人暮ら
しの高齢者の「孤独死」も増加しています。
　第二合同では平成 24 年 10 月 27 日に、この問題に平
成 14 年から取り組んでいる松戸市の常盤平団地を訪問
しました。自治会会長、地区社会福祉協議会会長から、

約 1 時間にわたり実際
の孤独死の現場写真を
参考に、貴重で大変厳
しい現状を伺いました。
　常盤平団地は昭和 35
年に賃貸住宅として誕
生。戸数 5,359 戸、人
口 7,258 人の大規模団

地で、65 歳以上の高齢者が 2,783 人で高齢化率 38.4％と
上昇の一途です。この団地では、民生委員が地域自治会
と協働で孤独死の未然防止や早期発見と対応への取り組
みを行っています。具体的には、①いきいきサロン（商
店街での一般住民を含む・有料）　②見守り活動（独居
高齢者訪問、声掛け等）　③ふれあい会食会（70 歳以上
の一人暮らしの方・有料）等の活動に取り組んでいます。
　現在東京では、多くの人が集合住宅で生活していま
す。公団ばかりではなく、民間住宅での孤独死発生も考
えると非常に重大な問題であります。今回の研修で得た
体験を今後の民生・児童委員の活動に大いに役立てたい
と感じました。
 （18 地区　鶴田晴久　記）

第 二 合 同 松戸市常盤平団地「孤独死ゼロ作戦の取り組み」の現場を訪ねて

第 三 合 同 千葉県旭市を訪ねて
　平成 24 年 10 月 28 日、今にも雨が降りそうな曇り空の
なか、私達は 2 台のバスで千葉県旭市へと向かいました。
　旭市いいおかユートピアに到着し、10 地区堀口副会
長の司会進行で「第三合同視察研修会」が始まりまし
た。中山合同会長からは、大震災当日、都庁での会議
に出席中で帰宅困難者となった経験談とともに被災者
の方々へ労いの言葉を伝えました。また、視察当日は
津波避難訓練中であったにも係わらず、旭市市民生活
課の林徳子主査の協力で、“被災体験を語る”と題し、

「いいおか津波を語り継ぐ会」仲條富夫会長のお話を伺
うことができました。
　涙なしでは聞くことのできない多くの悲しみ、辛さ。
なかでも私が一番心に残ったのは孫とお祖母ちゃんの

お話でした。お祖母ちゃんを心
配して迎えに行き、避難所へ連
れて行った孫に「次に同じ事が
起きたら私は何とかするからお
前は逃げのびて生きなさい」と
諭すお祖母ちゃん。お互いを想
いやる気持ち、その心に涙が出
てきました。
　私達は震災という辛い経験か
ら言葉にはできないほどの想い
を胸に刻みました。この感謝の
気持ちを忘れずに活動をしていきたいと思う有意義な
一日でした。 （11 地区　隈元千代子　記）

さくらバックナンバー（創刊号～）が区役所のホームページから見られます。区役所トップ
ページから検索で「さくら」と入力するとさくらPDFが見られます。
URLは　http://www.city.adachi.tokyo.jp/fukushi/fukushi-kenko/sekatsu/minse.html
是非ご覧になってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部会
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視 察 研 修

　足立区の校外施設である日光市の「日光林間学園」で
平成 24 年 10 月 30 日に視察研修を行いました。今回の
テーマとして
　①　日光市の防災体制について（危機管理放射能対策室）
　②　地域における防災に対する取り組み（市民課）
　③　災害時要援護者支援プランについて（高齢福祉課）
　の講演が日光市の各担当者からありました。
　日光市は自主防災組織の結成率が高く、結成促進及び
育成に力を入れています。災害時要援護者の把握の方法
として、自主防災組織等が要援護者に働きかける同意方
式を取り、避難支援者・自主防災会、自治会、民生・児
童委員、消防本部などと情報の共有化が図られています。

　当日は朝からと
ても寒く、会場の
体育館でイスに座
ってわずか 2 時間
の講演ではありま
したが、足元から
ジンジンと寒さが
身に凍みてきました。津波被災の避難所の方々のこと
を思いつつ忘れられない研修会となりました。
　何カ月も前から準備された日光市の防災担当者、足立区
の担当者、実行委員の方々のおかげで有意義な一日を過ご
させていただきました。 （7 地区　井上みよ子　記）

第 四 合 同 日光市の防災体制に学ぶ

　中越地震から 8 年の月
日が過ぎ、人々の記憶か
ら薄れつつある中、今回
の第五合同視察研修では
平 成 24 年 10 月 21 日 ～
22 日に新潟県旧山古志
村を訪ねました。
　蓬平温泉で現在も旅館
の経営を続けている「福

引屋」の社長より災害当時のお話を聞きました。宿泊
をされていたお客様の安全を守り、救助が来るまでの
長い時間を耐えた使命感と恐怖との葛藤。そして、全
ての道路が寸断されたために、旧山古志村の人々は全

員がヘリコプターでの避難を余儀なくされました。避
難所から仮設住宅への入居にも時間がかかり、その間
に命を失った方もいるという体験談を聞き、心が痛み
ました。その後は、社長の案内で地滑り現場を視察し
ました。大災害後も地滑りの被害を受けたために、多
くの家屋は土砂に埋もれ、数軒の屋根を確認できるだ
けでした。目の前の想像を絶する光景に言葉はなく、
ただただ胸が詰まりました。
　最後に、復興に向けて、道路やトンネルを整備してい
る様子も視察しました。私たちはこの大災害を記憶に留
め、支援の継続性を理解し、これらの事実を教訓として
未来に活かさなければと思います。実り多い視察研修と
なりました。 （江南・新田地区　安西英子　記）

第 五 合 同 中越地震から 8 年…山古志村の「いま」を訪ねる

　年月が経過してゆくなかで、風化させたくない、相馬
市の生々しい状況を以下に抜粋しました。
■ 災害発生初期の個々の体験と組織的対応について
　発災から 50 分後の津波で、海岸部の 5000 余戸家屋
が流出。避難所は市内 11 カ所に設置、また遺体安置所
も新設。避難所は、被災者とライフライン不通による
一般避難民とで、過密状態となる。女性消防隊や自衛
隊の応援による炊き出し、届いた支援物資で当日の夜
をしのぐ。第一原発 1 号機、3 号機の水素爆発後、避難
者が次第に増加。仮設住宅の建設始まる。
　発災直後、相馬市社協から市内 9 地区の各会長へ連絡。
各会長から地区民生・児童委員への安否確認。津波到来
により安否確認は続行不能となる。市社協より「状況把握
し報告せよ」と通達。沿岸部の民生・児童委員は、避難し

ていながらも安否確
認を実施。また遺体
安置所へ身元確認の
ため、連日通った。
　各種団体から届い
た支援物資を高齢者
世帯などに配布しな
がら、安否確認を行
った。東部沿岸地区の民生・児童委員 11 人のうち 5 人の
家屋が被災した。各避難所に民生・児童委員もそれぞれ
避難していて、連絡を取り合うこともままならなかった。
　原発事故後に、避難する民生・児童委員もいて、さ
らに連携をとることが困難となる。　　続く
 （6 地区　森 春枝　記）

各被災地の民生委員の実践記録を読んで　その 2

鹿浜第一小 5年　永野友香　作
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　第六合同の秋季視察研修は平成 24 年 10 月 16 日、日
帰りにて福島県いわき市薄磯海岸地区をバスで訪問し
ました。当地は 3.11 東日本大震災の時 10 メートルにも
及ぶ津波が沿岸全域に押し寄せ、多数の死者・行方不
明者や住宅の全半壊など甚大な被害を受けました。ま
た、放射線被害も無視できないという地域で、すでに 1
年 7 カ月を経過しながらも、復興の進まぬ被災地を目
にすることとなりました。
　当日は好天でしたが、被災地訪問ということで少々
緊張した気持ちでスタートしました。車内でいわき市
より前もって送付していただいた刊行誌「いわき市の
記録」を事前研修しました。バスが被災地に近づくに
つれて、窓の外の光景が大きく変化したのに驚きまし
た。被災地の山六観光センターではスタッフの方から、
震災当時の写真を見ながら説明を受けました。その後、
被災された方にバスに同乗していただきました。瓦礫

の山と土台だけ残る家並に震災前の思い出を重ねて、
涙ながらに復興にがんばっているお話を聞かせてくだ
さいました。目に見える被害だけではなく、目に見え
ない心の痛手の大きさと深さを感じました。
　最後に「訪問してくれてありがとう」のことばが心
に残ります。 （第六合同会長　山本祥一　記）

第 六 合 同 被災地　福島県いわき市を訪れて

視 察 研 修

平成 25 年度　　民生・児童委員の日　　活動強化週間
5 月 12 日～18 日　区役所アトリウムにてパネル展示等を実施します

　平成 24 年 10 月14 日～15 日、私たち第七合同は被災
地、福島県双葉郡広野町へ視察研修を致しました。
　初日、車中で佐藤中部東地区担当課長の研修「足立の
福祉の現状」と花畑地区の鈴木恒雄委員より広野町津波
被害状況の説明がありました。その後、五色沼を散策し昼

食、夜は五浦温泉
で懇親会をもちま
した。
　翌日、早朝より
広野町公民館で
研修が行われ、黒
田副町長のご挨拶
の後、宮﨑合同会
長、社会 福祉 協
議会有賀常務理

事のご挨拶がありました。
　副町長のご挨拶の中で「原発事故後、情報が錯綜し、
町全体が混乱した。未だ町民の 1 割、550 人しか帰町して
いない。事故現場に近いため原発処理の関係者が多数、
仮設住宅で生活している。風評被害もあり、今後も原発の
不安を抱えながら町の復興を進めていかなくてはならない」
と切実なお話がありました。また、宮﨑合同会長から広野
町へ義援金を贈呈した後、町職員から事故後の対応状況
の説明を受け、意見交換をしました。その後、山積した瓦
礫置場を視察しました。
　今回の研修テーマは「震災時に必要な対応を学ぶ」でし
たが、二日間にわたる研修は私達には衝撃的でした。被災
地の一日も早い復興を念じつつ帰路につきました。
 （花畑地区会長　有馬妙子　記）

第 七 合 同 被災地　福島県双葉郡広野町を訪れて

民生・児童委員の小さな活動シリーズ　ケアセンターつどい島根　納涼祭
　島根町会にある「ケアセンターつど
い島根」の納涼祭で盆踊りを見せて欲
しいと頼まれました。梅島住区センタ
ーで民謡を習っている方々の協力で、
8 月 9 日 10 日の 2 日間、民生・児童
委員 3 名が、昔なつかしい東京音頭や
炭坑節など五曲を踊りました。車イス
のデイ・ケアの方たちも、スタッフと

ともに、紅白幕のやぐらの廻りで輪に
なりながら、曲に合わせ手振りで踊
り、皆様が楽しそうでした。最後に杉
良太郎の「長生きしなはれや」を合唱
しました。短い時間ではありましたが、
皆様から「ありがとう、来年もよろしく」
の言葉をいただきました。
 （11 地区　梅田伍子　記・画）
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足 立 区 は 活 動 記 録 提 出 1 0 0 ％ 継 続 中 で す

　障がい者福祉研
究部会のテーマは

「障がいの特性の
理 解 」 で す。 特
に、身近な人から
誤解されやすい障
がいに焦点を当て
て学んでいます。
これまで、当事者
や支援者を招き、

「視覚・聴覚障が
い」「統合失調症」

「アルコール依存

症」などを学んできました。特に印象的だったのは、ア
スペルガー症候群について、当事者からお話をいただい
たことです。この障がいはコミュニケーション力、社会
性や想像力の欠如が特徴的で「例え話を本気にする」

「人の気持ちや常識に無関心」「臨機応変が苦手」など自
分の生活を例に出してお話いただきました。「ご近所で

『変わっている』『掃除当番をさぼる』『家がごみ屋敷に
なっている』人は、アスペルガー症候群、ADHD など
の障がいを抱えていることが多い。地域の中で『変わっ
た』人は支援を必要としているかもしれない。」こんな
言葉が心に残りました。知らないことで煽られる不安
が、障がいをお持ちの方の自立生活を阻害していること
が分かりました。 （部会長　中村幸雄　記）

鹿浜西小 2年　竹内愛美　作

　永い歴史の中で民生・児童委員協議会の皆様方のご
活躍には心より尊敬の念を抱いております。
　私ども足立区ボランティア連合会は「市民の社会活
動参加により、いろいろな立場の人々が交流を深め、
人として尊重される明るい健全な社会の実現を図ると
ともに、各ボランティアの円滑な活動を推進すること」
を目的に、任意の団体として活動し続け、今年の秋に
28 周年を迎えました。より広い視野に立ちボランティ
ア活動の推進に当たっております。
　時代の流れとともにボランティア活動への要請も多岐に
わたり、ニーズに応えるには各種ボランティア団体、NPO
団体等との連携が必要であり、大切と考えています。
　昨年 5 月の第 23 回ボランティアまつりには足立区民生・

児童委員協議会から
初参加いただき、より
充実したまつりとなり
ました。
　地域福祉の担い手
としてより良い地域
社会の実現をめざし、
私ども日頃の活動を
さらに向上させ、民
生・児童委員の皆様
とともに立場を超えて協働する機会があれば、それは大
きな力となると確信しております。
 （足立区ボランティア連合会会長　緑川フミ子　記）

団 体 名 シ リ ー ズ 足立区ボランティア連合会

鹿浜第一小 4年　君島　玲　作

部　会　活　動　報　告

　高齢者福祉研究部会では、「楽しく元気に自分らしく
住み続けられる地域づくり」について、その手法や視
点を学んでいます。特に本年度は、「病気になっても自
分らしく」ということをテーマに「老い支度」や「孤
立」について取り上げました。
　誰にでもやってくる「老い」、そして「死」。現状を
しっかり把握して「病気」や「介護」から目をそらさ
ず、向きあうことで、自分らしく生活を続けることが
できます。部会では、「からだ」「こころ」「住まい」

「お金」「人生」について自分に置き換えて考える機会
を設けました。これまで無意識のうちに、目を背けて
きた「配偶者との死別」や「自分の病気」等について
改めて考え、足立区発行の「老い支度読本」を活用し

ながら、「今自分に
できること」を整
理しました。人生
山あり谷ありです
が、最後に「幸せ
だった」と思える
ような「老い支度」
をすることが必要
だと思いました。

 （部会長　鷲見竹由　記）

上沼田小 3年　松川紋子　作

老い支度、してますか？高 齢 者 福 祉 研 究 部 会

もしかしたら支援が必要かも　『変わったお隣さん』障 が い 者 福 祉 研 究 部 会
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子ども 3部会（子育て・児童・主任児童委員）活動報告児童虐待
　子どもに深い関わりを持つ、子育て支援
研究部会・児童福祉研究部会・主任児童委
員部会が「虐待」をテーマに合同部会を 2
回（7 月 20 日、10 月 26 日）開催しました。
　講師には、子どもや家族に対する心理
カウンセリングだけでなく、教育医療福
祉機関へのサポートを行っている、越谷
心理支援センターの秋山邦久所長をお招
きしました。
　子どもの心には、年齢に応じた発達段

階があります。虐待で傷ついた子
どもが、年齢にふさわしい形で大
人と関わることが出来るよう、私
たち民生・児童委員は「信頼でき
る近所のおじちゃん、おばちゃん」
として子ども達を見守っていくこ
とが重要だと、改めて感じました。
 （主任児童委員部会長　小宮謙治　
記）

子育て応援団 ドキュメンタリー映画『隣る人』が伝えるもの

あなたは誰かにとっての『隣る人』になれますか？
　ドキュメンタリー映画『隣る人』は、あ
る児童養護施設の 8 年間を追いました。そ
の主題が「誰もひとりでは生きられない。」
副題は「あなたは、誰かにとっての『隣る
人』になれますか？」です。
　さまざまな事情で親と暮らせない子ども
たちの最後の拠り所ともいえる児童養護施
設。「虐待」のニュースは多いけれど、保
護された子どもたちがその後どのように暮
らしているか知ることはほとんどない。
　トントントン…味噌汁に入れる大根を切
る包丁がまな板をたたく音が響く。やがて
寝ぼけ眼の子どもたちが「おはよう」と起
きてくる。当たり前の一軒家が立ち並ぶ敷
地から、子どもたちを学校へ送り出す大人
たちが、子どもの髪を直し「行ってらっし
ゃい」と声をかける…当たり前の日常が人
を支えている。

　学校から帰れば、子どもたちと保育士と
の血縁を超えた濃密なふれあいがある。溢
れる気持ちを書きなぐったノートの「大好
き」の文字の筆圧。保育士さんが「どんな
むっちゃんでも大好き」と語りかけるシー
ンなど、すべての子どもが育つために真に
大切なものは何かを考えさせる。
　そして映画は、大人と子どもだけでな
く、血縁の有無も超え、すべての人は人と
の関係の中で生きるのだと静かに主張す
る。人はふれあう必要がある。孤独のまま
放置してはおけない。誰かが誰かに心をか
けようよ。人は「誰もひとりでは生きられ
ない。」のだから。
　まさに〈民生委員児童委員信条〉の「隣
人愛」ではありませんか。
 （『隣る人』企画　7 地区　稲塚由美子　記）

～秋山先生の講演より～

　子どもと関わるとき、相手の
「心」を変えるのではなく、自分
の関わり方を変えることで、相手
の「行動」が変わり、その結果と
して「心」が変わる。
　そのプロセスに関わるのは親だ
けではない。親が関われない時
は、地域の大人たちがその代わり
になることが出来る。

宮城小 3年　岡﨑大志　作
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　私が民生・児童委員として委嘱後、初めての合同
地区協議会で、広報紙「さくら」の創刊が発表され
ました。私も 5 年前から仲間に支えられ、「さくら」
の編集会議では校正委員として民生・児童委員の広

報活動に取り組んでいます。国語辞典を片手に、脳
の老化防止に健闘中です。
 （東綾瀬地区　河邊セツ　記）
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　小学生掲載絵画および中学生詩歌、俳句の依頼は、第一合同から第七合同の小・中学校へ順番にお願いしています。
　また、皆様からの原稿も募集いたします（原稿は未発表のものに限ります）。次号発行予定日 7月 1日
　なお、原稿に関しては紙面の都合がございます。事前に地区広報委員にご相談ください。

　例年 10 月 1 日実施の赤い羽根共同募金
は、大型台風が東京を直撃したため、今年
は 10 月 9 日の実施となりました。予定日
から 1 週間以上過ぎているので、区民にご
協力いただけるか不安を抱えながら五反野
駅に向かいました。
　さて 7 時 30 分、声は若干高めのトーン
で開始。「いつもは、1 日ですよね」と、声
をかけてくださる方もいて、多くのご協力

をいただき心配はじきに解消されました。
　例年、民生・児童委員が街頭に立つ意味
を考えるのですが、もちろん第一は募金を
集め直接的に貢献することです。でも、そ
れと同じくらい意義のあるのが、街頭に立
つことで「このまちの民生・児童委員は私
たちです」と顔を見せることだと思いま
す。さらに元気で明るい声を心掛けていく
つもりです。 （6 地区　田中礼子　記）

　平成 24 年 10 月 7 日、花畑大鷲神社
の大祭が 7 年ぶりに行われました。
　本来は、12 年に一度の酉年に「本社
御神輿渡御」がありますが、余りにも
期間が空いてしまうため、6 年に一度
の運びとなりました。その 6 年目に当
たる昨年は震災のために延期となり、
今年は待ちに待った大祭です。
　6 日夜には宵宮入れの儀が執り行わ

れ、7 日午前 7 時の宮出しは、昨
年の不幸を全て洗い流すかのよう
な雨の中、威勢の良い掛け声と共
にくり出しました。御神輿は多く
の方々の協力の元、参加された各
町会の御酒所を順々に渡り、皆の
想いを橋渡しし、絆を深めながら
無事に午後 6 時宮入りしました。
 （花畑地区　千葉祐子　記）

ぶらり足立　シリーズ6 大鷲神社大祭

銀賞おめでとう　　千寿双葉小学校

　8 月の全員研修会での千寿
双葉小学校のすばらしい演奏
と楽しい挨拶を覚えています
か？
　その金管バンドが、大阪城
ホールで開催された「第 31
回全日本小学校バンドフェス

ティバル」で銀賞を受賞しま
した。
　普段の朝練・夕練に加え、
夏休み中も一生懸命練習した
成果が認められ、昨年の銅賞
より一つ上の受賞です。
 （5 地区　薮下奈穂美　記）

第 31 回全日本小学校バンドフェスティバル　11 月 17 日

赤い羽根共同募金 本年度募金総額　1,332,281 円10 月 9 日
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